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2023年4月21日 

関係各位 

法政大学現代福祉学部長 

服部 環 

（公印省略） 

教員の公募について（依頼） 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、この度本学現代福祉学部では、下記の要領により専任教員の公募を行うことになりました。つ

きましては、貴学（機関）関係者にご周知くださいますようお願い申し上げます。 

 

敬具 

記 

1．職名・人員 専任講師または准教授 1名 

 

2．所属  法政大学現代福祉学部福祉コミュニティ学科 

（主な勤務地：多摩キャンパス） 

 

3．主な担当科目および業務 

講義科目：「地域文化政策論」「地域計画論」その他。 

演習科目：「基礎演習」「専門演習」その他。 

職位に応じて大学院での専門科目および論文指導等。 

大学、学部、研究科が必要と認める業務（教授会や委員会への出席、学外広報、大学入試等）。 

 

4．専門分野 歴史学・地理学・文化人類学・民俗学などの人文科学領域を専門とし、地域文化

を研究する者。 

 

5．待遇等    学内規程の定めによる。 

         社会保険（健康保険、厚生年金保険、介護保険および雇用保険）については、 

           法の定めるところにより加入する。 

 

6．応募資格 

①博士学位取得者（着任時までに取得見込の者を含む）またはそれと同等の研究業績を有する者。 

②大学における業務遂行に支障のない、高度な日本語能力を有する者。 

③本大学および本学部の教育目標・方針に賛同し、学生教育、大学・学部運営、入試等に係る 

職務を遂行する能力と熱意を有する者。 

 

7．着任時期 2024年4月1日 

 

8．応募締切 2023年6月25日（必着） 
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9．提出書類 以下の書類を全て提出すること。 

 

① 所定の履歴書（写真添付・署名または捺印）（日本語） 

② 所定の教育研究業績書（日本語） 

＊①②は本学指定のフォームを使うこと。書類は本学公式サイト「採用情報」の「教員募集案

内」https://www.hosei.ac.jp/saiyo/gendaifukushi_bosyu/ からダウンロードが可能。 

③ 過去5年以内に発表した業績の内、主業績1点、副業績2点（PDFファイルを推奨）。 

過去5年に限らず提出すべき業績がある場合は追加で2点まで提出を認める。 

またそれぞれの業績の要約（日本語・600字程度）。 

④ これまでの研究内容と今後の研究計画について（日本語・1200字程度）。 

⑤ 地域研究における応募者の立場や位置付けについて（これまでの研究をふまえて地域をどのよ

うに捉え、研究およびフィールドにどのようにアプローチしているのかを記述すること）（日本

語・1200字程度）。 

⑥ 「地域文化政策論」および「地域計画論」の計2科目分の講義構成（100分授業14回のシラバ

ス）案（日本語）。 

⑦ 推薦状1通（推薦者の自筆署名があること）、さらに応募者について問い合わせ可能な方2名の

連絡先（推薦者との重複不可、電話番号・Ｅメールアドレス）。 

⑧ 最終学歴の修了証明書または学位記の写し。 

 

10．選考方法 

第一次選考  書類選考 

第二次選考  面接および模擬授業（2023年7月16日(日)に対面で行う予定です） 

※交通費などの必要経費は自己負担となります。 

 

11．応募方法 

すべての応募書類をPDFファイルに変換し、1個のzipファイルにまとめ、「JREC-IN Portal Web

応募」機能を用いて提出してください。zipファイルのファイル名は「応募者氏名.zip」として

ください。なお、研究業績のうちオンライン提出が不可能なもののみ、以下の送付先に郵送して

ください（封筒に「現代福祉学部専任教員（地域）応募書類在中」と朱書きの上、書留にて郵送

してください）。 

送付先：〒194-0298 東京都町田市相原町4342  法政大学現代福祉学部事務課 

 

※提出書類は原則として返却いたしません。業績資料の返却を希望する場合は、送付先が明記さ

れた宅配便の着払伝票を同封してください。 

※諸事情によりWeb応募ができない場合は、お問い合わせください。 

 

12.連絡先 

 法政大学現代福祉学部事務課 （電話）042-783-2806 

 

※提出書類に含まれる個人情報は、選考及び採用以外の目的に使用しません。また、応募に関す

る守秘義務は厳守いたします。 

※本学のダイバーシティ宣言（ジェンダーバランス等）を考慮して選考いたします。 


